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横浜型センター的機能

通級指導教室

情緒障害、
難言、弱視

センター的機能

通級による指導

地域療育センター 学校支援事業
センター的機能 （小学校・主に一般学級の支援）

小・中学校 （市立）特別支援学校
（県立）養護学校

センター的機能
主に個別級の支援

交流・共同学習個別支援
学級

一般学級

コーディネーター
校内委員会
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横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋





■ 一般学級
     



1クラスの人数が多い（３５人～４０人）



一般学級における特別支援教育

○ 誰にでもわかりやすい授業づくり

スタートカリキュラム 安心・成長・自立へ

○ 療育センター等との連携
・児童支援専任教諭
・特別支援教育コーディネーター

○ 学習のつまずきに
Ｔ・Ｔ（チームティーチング）の活用
特別支援教室（とりだし・少人数指導）

コンパスのイラスト（文房具）

三角定規のイラスト（文房具）

全校配置

http://3.bp.blogspot.com/-SUz6ceiMtwk/UOFJuzznQZI/AAAAAAAAKBc/SRkl9Vdycjw/s1600/bunbougu_compass.png
http://3.bp.blogspot.com/-PwstpEQqy_I/UOFKPKTo-mI/AAAAAAAAKFA/Dgn3gXVZwTM/s1600/bunbougu_sankakujougi.png


■ 個別支援学級



個別支援学級 基本は学区の個別支援級へ

特別な教育課程を編成できる
（特別支援学校の教育課程を参考）

個別の指導計画が基本
＊保護者とともに「個別の教育支援計画」を作成。

原則１クラス８名に担任１名
（情緒級・知的級）

※一般学級との交流・逆交流は
学校事情や
お子さんの状態によります。



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



■ 通級指導教室



通級指導教室 一般学級在籍児が対象

情緒通級・言語通級・難聴通級・弱視通級

障害に起因している
困難さを改善するための指導

週1回～月1回程度の指導
保護者の付き添いが必要

※ 学習の補完の場ではない



横浜市教育委員会「令和４年度 就学に関する説明会資料」より抜粋



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



■ 特別支援学校

（市立）特別支援学校
（県立）支援学校



特別支援学校

視覚・聴覚・知的・肢体不自由・病弱

入学については細かい地域設定あり

個別の教育支援計画の作成

体験的な学習や日常生活習慣の学習

原則１クラス６名に担任１名

☆入学は狭き門？公立も・・・

私学＝聖坂養護

国立＝国大附属特別支援学校

修学旅行のイラスト「バス移動」

http://4.bp.blogspot.com/-InhIQh93E5k/UMaek7c0O6I/AAAAAAAAH1U/8MAOewrMfrg/s1600/ryokou_bus.png


■ 就学に向けて
     



就学までの流れ

☆学区の校長先生への相談

学校の中で特別な支援を

希望する場合は相談をおすすめします。

特に！個別支援学級を

希望している場合は必ず相談を！

☆その他



特別支援教育総合センターの利用について

特別支援学校(養護学校）

個別支援学級・通級指導教室 を

希望する場合は必ず申込む必要があります。

※進路の判定機関ですが、
最終決定は保護者の方が行います。

入学してからの利用は学校を通しての
申込みになります。

中学校進学の時に利用される方もいます。

悩んでいる場合も
ご利用ください！



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



横浜市教育委員会「就学に関する説明会資料」より抜粋



お子さんの集団での姿を客観的に知る

幼稚園・保育園の先生

療育センター （クラス担任、巡回訪問、診療）

どのように成長してきているか…

どのような配慮・サポートを受けているか…

お子さんの集団での姿を知る



大切にしたいこと①

● 先取り勉強で学力が貯金できる？？

 焦らないことが大切。

 学習の形を作りすぎない。

 

● 着席すること、書くことの基礎となるもの

 幼児期に体をいっぱい使う。

手のひらを使う・・・

力や動きの調整が必要な遊びをする・・



大切にしたいこと②

● 本人にあう過ごし方を考える

 集団を求めすぎない

● 生活リズムを整える

 早寝・早起きで基本的生活習慣を

● 自尊心をはぐくむ

 自己肯定感や自己有用感は、高等教育まで続く

 テーマ。 幼児期からの積み重ねが就労、成人期

 までつながっている。



地域の情報について

参考にはなるが、情報の一つとして捉える

・ 学区は基本的に変われない

・ 学校も先生も児童も変わる

・ 情報過多、 風評には

惑わされないことが大切

＊学校に対してネガティブな印象を与えない。



就学後も1年ごとの振返りが大事

年長
（5歳児） 小学校

就学時の判断を固定的に考えない。

＊ 学習内容、お友達関係など学年があがると複雑に変化していく。

＊ 毎年、担任としっかりお子さんについて共有をする姿勢が必要。

「就学前に相談したんだから、校内で引継がれて当然」という
考え方は、結果的にお子さんのためにはならない場合も。

中学校
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